



































































































































































































































































































































Bakersfield Southern Pacific Station




⑥  East Side Commercial Hotel
①　Noriega Hotel (1893 - 1906； Iberia Hotel  - 現在)
②　Hotel d’ Europe （1906-1921）
③　Metropole Hotel  (1900’s ? - 1930’s)
④　National Hotel ( ? - ? ) 
⑤　Amestoy Hotel (1927 - 1948)
































































































































































































ロイヤル・ホテル RoyalHotel（図 7中の⑪）は，アナスタシオ・ハジョ Anastasio
Jayoとアヌンシアシオン・ハジョAnunciacionJayoの夫妻が経営していたホテルで，ハ
ジョ夫妻は当時5～6軒のバスク・ホテルを経営していたようである（17）。サンボーン火災保
険地図で確認できるのは，メイン通り612,1/2番地のホテルのみである。ハジョは複数の
バスク・ホテルを経営することで，多くのバスク人にボイジー滞在の機会を提供し，ボイジー
のバスク系住民コミュニティの強化に貢献したとされている（Zubiri2006,364）（18）。
図5から図7を経年的に比較すれば，ボイジーにおけるバスク・ホテルはアイダホ通りと
グローヴ通り付近に次第に集中することがわかる。特にグローヴ通り601番地にバスク・セ
ンター（図8中の③）が1949年に開設されたことは，後にグローヴ通り600番台のブロッ
クがバスクの象徴的な空間へと変貌するきっかけになった。このブロックには，図7でも確
認できるように1943年当時にはウベルアガ・ボーディングハウス（図8中の①）やアンドゥ
イサ・ホテルが存在し，前者はボイジーでも最古の部類に入る歴史的建造物であり，後者は
アメリカ合衆国西部では最大級の屋内フロントン（図8中の②）を併設していた。これらと
同じブロックに1949年にバスク・センターが建設されたことで，グローヴ通り600番台の
ブロックはバスク人の宿泊場兼社交場としての性格を強めた。さらに前述のような遺産的価
値の高い建造物が存在するために，ボイジー歴史地区再開発の際にこのブロックではバスク
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のエスニシティを前面に出した再開発が進行することになる。
図8は現在のグローヴ通り600番台のブロックを示している。同ブロックは，現在ではバ
スク関係諸施設が集中するため，「バスク・ブロックBasqueBlock」と呼ばれている。こ
のブロックには1940年代までに前述したバスク・センターと複数のバスク・ホテルが立地
し，歴史的都心地区を形成していた。この歴史的都心地区は1950年代ごろから退廃化が著
しかったため，1970年代に入ると再開発が進められるようになった。再開発のために首都
開発社CapitalCityDevelopmentCorp.が組織され，同社を中心に再開発計画が立案され
た。当初の計画では，現在のバスク・ブロック付近に1980年代初期までにショッピング・
モールの建設が予定されていた。しかし個人不動産所有者らから既存景観の保存と改修の要
望が強まったため，1980年代半ば以降，首都開発公社は個人不動産所有者と公的機関の協
調体制を築きつつ既存景観を保全改修する方針に転換した（Hil2014,9）。
グローヴ通り600番台のブロックの場合，バスク系住民による施設保全の動きが顕著であっ
た。それを先導したのがアデリア・ガロ・シンプロットAdeliaGarroSimplotであった。
彼女は1983年にウベルアガ・ボーディングハウス（図8中の①）を買い取り，その補修を
進めた。同時に彼女は非営利団体を組織し，1985年にウベルアガ・ボーディングハウスの
建物にバスク博物館・文化センターを開設した（Zubiri2006,381）。同博物館は1993年に
隣接する現在の建物（図8中の④）に移転している。1989年にはボイジー在住のバスク系
住民ダン・アンソテギDanAnsoteguiが図8中の⑤の建造物を改修し，バル・ゲルニカ
BarGernikaを開業している。1992年には2人のバスク系住民シンプロット・オルマチェ
アSimplotHormaecheaとリチャード・オルマチェアRichardHormaecheaが旧アンドゥ
イサ・ホテルのフロントンの入っていた建物を取得し，フロントンを補修した（図8中の②）。
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図8 ボイジーのバスク・ブロック（2013年）．
出典：現地調査により作成．
アンドゥイサ・ホテルは1950年に閉業し，その後オフィスに転用されていたが，フロント
ンは幸運にも破壊されず残されていた。建物取得に際しては，バスク・センターを拠点に活
動するバスク人会BasqueClubが資金調達を援助したということである（Zubiri2006,367）。
2000年にはバル・ゲルニカの創業者アンソテギが小売り施設のバスク・マーケット（図8
中の⑦）を開業している。さらに2005年には，ミレン・アルティアックMirenArtiachと
ホセマリ・アルティアックJoseMariArtiachがレクオナ・レストランLekuOnaRestau-
rantandHotel（図8中の⑧）を開業している。かつてこの場所には，バスク系のアウグ
スティン・ベラステギAugustinBelasteguiとぺトラ・ベラステギPetraBelasteguiの夫
妻が1935年から1943年まで営業したベラステギ・ホテルBelasteguiHotelというバスク・
ホテルが存在した。
バスク・ブロックでは，バスクのエスニシティを象徴する施設が集中することでバスク色
の強い景観が登場しているが，されにそれを強調する景観演出が施されている。例えば，フ
ロントンの西側の壁には巨大な壁画が2000年以降掲げられており，その壁画の中にはバス
ク地方とアメリカ合衆国西部に展開する様々なバスクのイメージが組み込まれている（写真
1）。個人所有の施設に限らず，公的な空間，例えば道路にもバスクの景観が組み込まれてい
る。バスク・ブロックを東西に貫くグローヴ通りの路面には，バスク地方を象徴するラウブ
ルLauburuのイメージが組み込まれている（写真2）（19）。この景観演出はボイジー市の街路
景観プロジェクトの一環であり，公道の舗装面であるため公的機関とバスク系住民コミュニ
ティが合同で企画した。街路景観デザインの作成と実際の建設は首都開発社が担当したが，
その過程にはバスク博物館，ボイジー市アート委員会BoiseCityArtCommissionなどが
加わり，2000年に完成している（Totoricaguena2000,5789）。
バスク・ブロックの重要性は，郷愁的な景観をバスク系住民に提供してくれるという価値
のみにある訳ではない。5年ごとに開催される世界最大級のバスク・フェスティバルである
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写真1 バスク・ブロックの壁画．
2013年9月13日撮影．
ハイアルディJaialdiの会場となり，バスク系住民コミュニティの結束を世界に発信する場
所となっている点でも重要である。1987年の初回と1990年の2回目のハイアルディはボイ
ジー郊外の州立刑務所跡で実施されたが，来場者数の増加に対応するため3回目の1995年
には会場を西アイダホ共進会場WesternIdahoFairgroundsに移した。そして2000年以
降は，バスク・ブロックをメインを会場として開催されている。前述の壁画とグローヴ通り
の街路景観整備が2000年に完成しているのは，同年のハイアルディ開催に合わせたためで
ある。
5．バスク・ホテルが連動するトランスナショナルな社会空間
アメリカ合衆国西部で現在でもなお宿泊機能を提供するバスク・ホテルは，ベーカーズフィー
ルドのノリエガ・ホテルなどごくわずかしか残っていない。その原因はバスク地方からの移
民が1970年代以降急減し，その結果バスク・ホテルの利用者が急減したためである。ベー
カーズフィールドとボイジーでも，これまでの図からわかるようにノリエガ・ホテルを除く
すべてのバスク・ホテルが1970年代までに営業を停止している。この傾向はアメリカ合衆
国西部の諸都市においても同様で，1970年代までにほとんどのバスク・ホテルが営業を停
止している。バスク地方からの移民の減少は，バスク地方の経済環境の改善や政治状況の安
定によるところが大きい。
移民による新しいバスク人の供給が途絶え，バスク系住民コミュニティにおいても世代交
代が進み現地社会への同化が進行すると，バスクのエスニシティをいかに持続しコミュニティ
の存続を図るかが深刻な課題になる。エスニック・コミュニティの持続戦略には様々な方法
がとられる。バスク・クラブのような同人会を組織し，コミュニティの組織化を推進し組織
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写真2 バスク・ブロックのグローヴ通りの舗装面に組み込まれたラウブルLauburu．
2013年9月14日撮影．
の強化を図ることは，典型的な持続戦略である。このような戦略が首尾よく進行した場合，
彼らのエスニシティは都市景観にも表象するようになる。ボイジーのバスク・ブロックはそ
の典型であろう。ボイジーの場合，バスク系住民がエスニック景観の再生を進める主体のひ
とつになっただけでなく，市当局や非政府組織も街路景観整備やハイアルディ支援などを通
してエスニック景観の生産と消費に加わっている。それに対しベーカーズフィールドの場合，
現在も営業を続けるノリエガ・ホテルの他にバスク食を提供するレストランやカフェが同じ
エリアに点在するものの，それらがバスクのエスニシティの存在を他者に認識させるほどの
集合体的な存在感はない。
同じ時期にバスク・ホテルが展開した2つの場所で，その後のエスニシティの表象の程度
にこれほど大きな差が生じる原因はどこにあるのであろうか。バスク人の集中度に違いがあ
れば，エスニシティの表象の程度にも違いは生じよう。ベーカーズフィールドが帰属するカー
ン郡KernCountyに在住するバスク系住民は，2012年当時全米で郡別第4位の1416人，
郡全人口の0.15％である。それに対しボイジーが帰属するエイダ郡AdaCounty在住のバ
スク系住民は2012年当時全米で郡別第1位の3,095人，郡全人口の0.73％である（20）。いず
れも全米規模ではバスク系住民の集積地であるが，割合でみればベーカーズフィールドのほ
うが低い。ただし，両者とも郡人口の1％にも満たず現地社会に強い影響を及ぼすほどの規
模とは考えられない。ボイジーのバスク・ブロックのように，歴史的都心地区の一区画の再
開発がバスクのエスニシティを前面に出しながら進められたケースは特異とみなしたほうが
よい。
ボイシーの場合，かつてバスク・ホテルが集中した一区画の保全とエスニック景観の演出
がうまくいった理由はどこにあるのだろうか。現地バスク系住民コミュニティで歴史的景観
保全の意識が高まった時期と，ボイジー市当局による歴史的都心地区再開発を推進する時期
が偶然一致したからであろうか。筆者が考えるに，理由はその一区画がバスク系住民の多様
な社会的行為により生産された社会空間であったことにある。現在のバスク・ブロックは，
かつてバスク地方から到着した移民にとって諸活動の拠点として故地との間を頻繁に往来し
た故地バスクとをつなぐ移動空間の結節点であり，地元在住バスク系住民にとってはバスク・
ホテルを経営するためのビジネスの空間であり，なおかつ社交場であるバスク・センターの
あるコミュニティ活動拠点としての空間であった。この空間でバスク人は様々な社会的活動
を展開し，この空間を社会的に生産し，維持し，消費してきた。
ベーカーズフィールドの場合，バスク人会としてのカーン郡バスク・クラブ Kern
CountyBasqueClubが1944年に創設される（BassandAnsolabehere2012,109）。こう
した地元バスク系住民コミュニティの組織化の始まりとしては，ベーカーズフィールドのケー
スは南カリフォルニアでも最古の部類に入る。初期のバスク・クラブは集会のための固定的
な施設は所有せず，集会会場は図2から図4の範囲で示した付近のバスク・ホテルやバスク・
レストランを利用していた。この段階では移民と故地バスクとをつなぐ空間，地元在住バス
共立 国際文化 第32号（2015）
―63―
ク系住民がバスク・ホテルを経営するためのビジネスの空間，また彼らの社交場としてのコ
ミュニティ空間が一致していた。しかし，バスク人会は1948年には市西部の旧スイス・ホー
ルを購入してそこをコミュニティ活動の集会場として利用するようになった。バスク・ホテ
ル集中地区の遠隔地にコミュニティの拠点が確保されたことは，バスク・ホテルの空間と社
交空間の分離を意味する。さらに1974年には図2～4の地域から南南西に約6キロメートル
離れた位置に現在のバスク・クラブの建物が購入されている。このようにベーカーズフィー
ルドの場合，移民の集積するバスク・ホテル集中地区と，地元在住バスク系住民コミュニティ
の拠点となるバスク・クラブが1940年代末の段階で地理的に分離されてしまった。これが
移民ビジネスを中心としてきたバスク・ホテル集中地区が移民減少後に衰退する要因のひと
つになったことは疑問の余地がない。
バスク系住民のコミュニティ活動の拠点がエスニック・ビジネスの拠点地区と一致してい
たか否かが，ベーカーズフィールドとボイジーの今日のエスニシティ景観の違いの最大の原
因であるといえる。換言するなら，バスク・ホテルが集中する空間の生産・維持・消費に関
与した社会的行為の重層性の差とでもいえよう。
ここでボイジーのケースでさらに注目したい点がある。バスク・ブロックにおいて世界最
大の国際バスク・フェスティバルであるハイアルディが5年に一度開催されるようになった
経緯をZubiri（2006,393）が説明しているが，それによれば北米バスク組織NorthAmeri-
canBasqueOrganization：NABOの会合がソルトレイクシティで開催された際，会合後
にNABOのボイシー代表者とバスク州政府代表者との間で交わされた会話がきっかになっ
ている。このような経緯からバスク政府は，ダンサーやミュージシャンをイベントに送り込
むことで第1回から現在までハイアルディの運営を支援している。バスク地方からの経済的
要因によるヒトの移動は途絶えたものの，ヒトの移動の時代に生産されたネットワークは維
持され，移民収束後も政策的な支援の移動がそのネットワークを介して続いているのである。
こうして考えれば，アメリカ合衆国西部のバスク・ディアスポラとその故地であるバスク
地方は，大西洋により隔てられた物理的には独立した空間でありながらも，バスクのエスニ
シティにより越境して連動されたトランスナショナルな単体の社会空間の一部であるとも解
釈できる。そのトランスナショナル社会空間において，バスク・ホテルが集中した一区画は，
かつてはバスク移民にとって羊飼いビジネスの拠点であり，地元のバスク系住民にとってホ
テル・ビジネスの拠点でもあり，いわば越境するバスクの社会空間における結節点として機
能していたといえる。そして移民によるヒトの移動が途絶えた現在，ボイジーのバスク・ブ
ロックの場合は，それまでに生産されたネットワークを介して政策や文化活動が移動する社
会空間における磁場あるいは結節点のような機能を果たし，その結果としてバスクのエスニッ
ク景観が集中的に表象するのである。
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6．おわりに
ベーカーズフィールドとボイジーのバスク・ホテル集中地区をトランスナショナル社会空
間の結節点と考えるなら，そこで重要になってくるのはバスク人が様々な社会的行為により
生産した2つの結節点を結ぶネットワークであろう。KivistoandFaist（2010）が示唆す
るトランスナショナル社会空間のように，「集団がナショナルな枠組みに収斂するのではな
く，越境する社会関係やネットワークを介して複数のナショナルな領域をトランスナショナ
ル社会空間において構築する」と考えれば，トランスナショナル社会空間におけるバスク・
ホテル集中地区の結節点としての位置付けがわかりやすくなるであろう。バスク人は大西洋
を越境する2つのナショナルな領域を生産し，ネットワークを介してそれを維持，強化した
のである。
もう一つ重要なキーワードが，ネットワークをめぐる「移動」であろう。1970年代まで
のバスク人の移動は，故地バスクの経済環境からの脱出とアメリカ合衆国西部での羊飼い就
業による経済的成功を目的とした彼らを取り巻く経済的文脈が生産したヒトの移動であった。
さらにこの移動は故地の人間関係，つまり地縁や血縁といった社会的関係によって維持され
強化されてきた。そのような観点から当時のバスク人の移動を定義するならば，彼らを取り
巻く近代社会の文脈により意味が付与されたモダン局面の移動であったといえる。
現在，羊飼いの移動は途絶えたものの，ボイシーのバスク・ブロックをめぐるヒトや情報
の移動に代表されるように，それまでの移動により生産されたネットワークを介してポスト
モダンな移動が維持されている。この段階における人や情報の移動は，アメリカ合衆国西部
のバスク系住民コミュニティにおけるエスニシティやナショナリティの再認識といった言説
により意味を与えられたポストモダンな移動といえる。
このようなポストモダンな移動が始まった時期が，故地のバスク地方，特にスペイン・バ
スクにおいてバスク州とナバラ州が自治州としての行政上の自治を確立した時期とほぼ同時
期である点も大変興味深い。バスク州は1979年の自治憲章であるゲルニカ憲章の成立をもっ
て，ナバラ州は1982年のいわゆる組織法の成立をもって自治権を獲得しているが，両州が
自治権を確立したこと，換言すればネイションとしての再ナショナル化を達成したことで，
ナショナルな制度がアメリカ合衆国西部のバスク系住民コミュニティとの関係に主体的に関
与できるようになったという点で極めて重要である。特にバスク州議会は，海外のバスク系
住民コミュニティやバスク・センターとの社会的，文化的，経済的関係を強化するための諸
方策を制度化して実行するための法律を1994年5月7日に可決している。それを受けてバ
スク州首相府には専門の部局が設置され，ボイジーのハイアルディに使節団を送る活動など
をサポートしているのである。これまでに生産された社会的ネットワークを制度が強化し，
その結果トランスナショナル社会空間のなかでもその強化が首尾よく進行した一部の空間で
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は，バスクの再ナショナル化が進行しているのである。
こうしたネットワークの磁場のような場所はいくつかあろう。かつてヒトの移動の時代は，
故地のバスク地方では各地の集落であり，そこを起点にバスク人は地縁血縁を頼りにアメリ
カ合衆国西部に移動した。今日のバスク地方で磁場的な場所の代表は，バスク政府であろう。
政府とその諸機関はかつてのネットワークを制度的に強化することを試みている。かつての
アメリカ合衆国西部ではバスク・ホテルであり，それが集中する一区画であった。そこを拠
点にバスク人は経済活動を展開し，故地との間を往来した。後にバスク・センターが各地に
創設され，コミュニティの結節点的機能はそちらに移るが，ボイジーのようにかつてのバス
ク・ホテル集中地区にバスク・センターが立地するといった好条件がそろう場合には，その
一区画はバスク人の移動の記憶が複雑に交差する象徴的な場所となり，景観の再ナショナル
化が進行したのである。
・本稿執筆に際しては，平成26年度科研費基盤研究（研究代表者：矢ケ﨑典隆，課題番号：23251002）
と，平成26年度科研費基盤研究（研究代表者：石井久生，課題番号：24520898）の一部を使用
した。現地調査に際して，ボイジー市のアイダホ州公文書館とバスク博物館・文化センターの諸氏，
ベーカーズフィールド市のベーカーズフィールド歴史協会とビール記念博物館の諸氏には数々の便
宜を払っていただいた。ここに記して御礼申し上げます。
〈註〉
（1） アメリカ合衆国センサス局のAmericanCommunitySurveyの5年推計値によれば，2012
年時点のバスク系住民の推計値は 56,226人である。それに対して同時期の日系は 794,441人
（Asianalonebyselectedgroups,Japaneseに該当）に達する。
（2） 当時の羊群の大回遊については斎藤（2014）が詳しい。
（3） ペロタはバスク語でピロタPilotaと呼ばれるが，スペイン語やフランス語のペロタPelotaが
英語にそのまま転用されているので，ここでは「ペロタ」の用語を用いる。球戯場もバスク語で
はフロントイFrontoiと呼ばれるが，スペイン語のFrontonあるいはフランス語のFrontonが
そのまま英語に転用されているので，ここでは「フロントン」をそのまま用いる。
（4） サンボーン火災保険地図は，ビール記念図書館BealeMemorialLibrary所蔵のマイクロフィ
ルム版を利用した。この地図では，大規模なホテルについてはホテル名がそのまま記載されてい
るが，小規模な宿泊施設については単にHotelと記入されているものが多い。ただしHotelと
記入されている建物のみが宿泊施設ではない。したがって当時の宿泊施設を表現する用語である
Boardinghouse,Furnishedroom,Roomsなどが記入された建物は，すべて宿泊施設と判断し
た。
（5） 住所録はサンボーン火災保険地図と同様にビール記念図書館所蔵のもの，ただし冊子版を利用
した。住所録は参考文献末尾に記載した。
（6） この2軒以外にもバスク系のホテルが存在した可能性がある。ひとつはピレネー・ホテル
PyreneesHotelである。Morgan（1914,1191）はエチェベリーが「1894年にサンマー通りの
ピレネー・ホテルの所有者になった」としているが，しかしこれが事実であることを確認するの
は困難で，Zubiri（2006,155）はイベリア・ホテルと同じ敷地内で営業していた可能性もある
としている。もうひとつが1899年と1912年のサンボーン火災保険地図のフンボルト通り631番
地（631HumboldtStreet）に記載されたフレンチ・ホテルFrenchHotelである。同じホテル
の名称がフランス系のホテルとしてBassandAnsolabehere（2011,3）に登場するが，そこに
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記載された番地が地図中の番地と異なる。フンボルト通り631番地と一致するホテルとして文書
で確認できるのは，ベーカーズフィールド市議会1921年2月14日通常議会議事録に登場するプ
ランティエ・ホテルPlantierHotelである。その議事録中の「下宿譲渡許可RoomingHouse
PermitGranted」として，「ボーマン議員の動議とレンフロ議員の賛成により，フンボルト通り
631番地のプランティエ・ホテルをオリビエール氏A.Olivieriとシネリ氏JoeCineliへ譲渡す
ることを許可する」という記述がある。少なくとも1921年の時点ではイタリア系の2名に営業
権が渡ったようである。1921年以前の所有者については地元紙TheBakersfieldCalifornianの
1940年5月21日版の訃報に，「アリウス・プランティエM.AriusPlantierは羊飼いのパイオニ
アで，地元病院にて本日死去した。プランティエはフランスのオルシエOrcie（フランス東部の
オートサヴォア県の村：筆者加筆）出身で，59年前にベーカーズフィールドへ移住し，現在
のイースト・ベーカーズフィールドにてプランティエ・ホテルを創業した。同ホテルはカーン郡
の初期の羊飼いの本拠地になった。プランティエはホテルを営業するかたわら牧羊業を営み，カー
ン郡の大規模牧羊家として長いこと知られた」とあることから，フランス系ホテルであったこと
がわかる。別の文書には，フランス南東部オルシエールOrcieres出身のジョセフ・ブレッソン
JosephBressonがカーン郡で羊飼いとして働いた後に5年ほどプランティエ・ホテルに従業し，
1913年 5月にユニバーサル・ホテル UuniversalHotelを購入した，という記述がある
（Morgan1914,1297）。おそらくサンボーン火災保険地図に登場するフレンチ・ホテルは，プラ
ンティエ・ホテルに引き継がれる以前のフランス系ホテルであろう。この時期のサンホアキン・
バレーには，バスク系以外のフランス系，特にアルプス出身者も入植し，当初は牧羊業を営んで
いた。しかし20世紀に入ると南カリフォルニアでの人口増加による酪農製品需要の増加に対応
してフランス系（フランス・バスク出身者を含む）の多くは牧牛業に転身していった
（DouglassandBilbao1975,303）。
（7） Morgan（1912,1335）は，1911年以降ブルベルツがホテルの経営者であるとしている。それ
に対しEcheverria（1999,107）は，ブルベルツ夫妻が1901年にホテルを賃借し実質的に経営
するようになったとも記述しているが，その情報について本人も不確かであるとしている。
Echeverria（1999,107）もBassandAnsolabehere（2012,3）も，ブルベルツ夫妻が1906年
までイベリア・ホテルを経営し，同年にホテル・ドゥ・ユーロップに移籍したとしているので，
1906年以降同ホテルの経営に携わったことには間違いない。
（8） 1912年の住所録でもメトロポール・ホテルの存在が確認できる。しかし1899年版住所録には
同ホテルは記載されていない。
（9） 1942年7月21日の地震によりメトロポール・ホテルの建物は全壊したが，すでにその当時バ
スク人によるホテル経営は終了していた（Echeverria1999,112）。
（10） 1921年移民法は，1910年センサスの出身国別人口比率をもとに移民割当を算出していたが，
1924年移民法は，南欧や東欧からの移民がまだ少なかった時代の1890年センサスの出身国別人
口比率をもとに移民割当を適用した。そのため南欧のスペインには厳しい割り当てが課され，結
果的にスペイン・バスクからの移民は急減した。
（11） 図の地理的範囲から外れるために本稿に記載していないバスク・ホテルもある。例えば19番
通りとM通りにはベーカーズフィールド種苗店の上階でオキシデンタル・ホテルが営業してい
た（BassandAnsolabehere2012,65）。同ホテルはバスク人のジーン・ピエール・マルティン
トJeanPierreMartintoにより経営されていた。1910年代そこはアルコールを提供するサロン
であったが，1920年の禁酒法により，マルティントとその両親が経営する種苗店となった。マ
ルティントは兄弟のジーン・フェルミンJeanFerminとジーン・ピエールJeanPierreのもと
で牧羊に従事するために1888年にカーン郡に移住した。兄弟のジーン・ピエールは1895年にテ
ハチャビおいてホテル経営で成功した人物でもある。
（12） ボイジーのサンボーン火災保険地図は，アイダホ州公文書館からアクセスして入手したPDF
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ファイル版の地図を利用した。住所録はアイダホ州公文書館所蔵のものを利用した。
（13） BieterandBieter（2000,44）には，「1901年にホセ・ウベルアガがシティー・ロッジングハ
ウスを開業した」とある。おそらくこれがスター・ルーミングハウスなのであろう。
（14） Zubiri（2006,362）は，1900年頃にアントニオ・アスクエナガAntonioAzcuenagaが開業
したオレゴン・ホテルOregonHotelが，ボイジーで最初のバスク・ホテルであるとしている。
このホテルについてはEcheverria（1999,168）も最初期のバスク・ホテルとして言及している。
しかし1901年版のサンボーン火災保険地図では，Echeverriaが指摘するフロント通りと9番通
りの交差点に宿泊施設は見当たらず，住所録にも登場しない。存在が確認できないので，本稿か
ら省いている。
（15） 夫のホセの名前はスター・ルーミングホウスの所有者と同一であるが，別人であろう。Zubiri
（2006,365）も2人のホセは同一人物でないとしている。
（16） Echeverria（1999,174）は1915年開業としているが，それはおそらく所有者が交代した年で
あろう。Totoricaguena（2002,251）は1912年，Zubiri（2006,363）は1912年ごろとしてい
るうえ，1912年版サンボーン火災地図にもこの宿泊施設が登場しているので，1912年で間違い
ないであろう。
（17） Echeverria（1999,179）は5軒，Zubiri（2006,364）は6軒としている。
（18） これら以外にも，1943年改訂版のサンボーン火災保険地図では，メイン通り716,1/2番地の
デルリオ・ホテルDelRioHotelが存在したという住所に宿泊施設が確認できる。同ホテルは，
イポリト・サバラHipolitoSabalaとマリア・サバラMaraSabalaの夫妻が1950年代に開業
したとされる。複数文献でそう指摘されているので，開業時期に間違いはないであろう。1943
年当時おそらくバスク人以外が経営しており，その宿泊施設を1950年代にサバラ夫妻が賃借あ
るいは購入したのであろう。デルリオ・ホテルはその後デパートの敷地拡大を受けて，グローヴ
通り910番地に移転され，サバラ夫妻が1969年まで経営した。
（19） Lauburuとはバスク語でLau「4つの」Buru「頭」を意味する。起源は諸説あるが，16世紀
ごろには民家や家具調度品に組み込まれるシンボルとして多用されるようになった。
（20） ちなみに全米第2位はカリフォルニア州のロサンゼルス郡で2,459人であるが，同郡は人口規
模が大きいため，郡人口に占める割合は0.02％に満たない。全米第3位はネヴァダ州西部のワショー
郡の2,232人で，郡人口の0.44％である。ワショー郡の中心都市はリノRenoであり，同市のネ
ヴァダ大学には全米最大規模のバスク研究センターがある。
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BasquesmigratedtotheAmericanWestfromthesecondhalfofthe19thcentury
mainlyassheepherders.Whentheyarrivedatultimatedestinations,atfirsttheygot
theiraccommodationinBasqueHotels.BasqueHotelswereoperatedbyBasquepio-
neers,andalmostalofemployees,suchashotelmaid,cooksandwaiters,wereBasque
immigrants.Newcomersfrom BasqueCountryscarcelyspokeEnglish,butinthe
BasqueHoteltheycouldstartnewlifewithoutdifficulty.Inthosedays,BasqueHotels
functionedasnodesintheirarrivinglocationsintheimmigrationnetworkbetween
theplaceoforiginandthatofdestination.BasqueHotelswereconcentratedina
particularareaofeachprincipalWesterncity.InacaseofBakersfield,SouthernCali-
fornia,BasqueHotelswereconstructedinblocksclosetotheBakersfieldSouthern
PacificStation.AlsoinacaseofBoise,Idaho,BasqueHotelswerebuiltoversome
blocksneartheOregonShortLineR.R.Station.Bythe1970s,almostaloftheBasque
Hotelswereclosedinbothcitiesbecauseofthesharpdeclineofnewimmigrantsfrom
theBasqueCountry.Asaresult,inBakersfield,BasqueHotelblocksexperienced
severedeterioration,andnowadaysonlysomebuildingsretaintheatmosphereof
thoseyears.IncontrasttoBakersfield,acoresiteofBasqueHotelconcentratedarea
inBoisewasrenovatedasaniconicandrepresentativeplace,・BasqueBlock.・Inthe
BasqueBlockinBoise,BasqueethnicityisclearlyvisibleinthelandscapeasBasque
mural,Frontoncourt,Basquemuseum,andsoon.ThecaseofBoise・sBasqueBlockis
aproductofconstanteffortbyBasquedescendants,keepingpersonnelandinforma-
tivemobilitybetweentheBasqueCountry,inspiteofalteredstyleofthemobility
conductedinthemodernphase.Inconclusion,itispossibletodefinethatBasque
HotelshavekeptfunctioningasnodesintheBasquetransnationalsocialspacewhich
connectstwophysicalyseparatespaces,encouragingBasquenationalityandethnic-
ity.
BasqueBoardinghousesasNodes
inaTransnationalSocialSpaceintheAmericanWest:
CasesofBakersfieldandBoise
HisaoIshi
